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　当社では、当社の研究開発の取組みを社内外にアピールするとともに、社外の著名な方々のご講演などを通して今後の
研究開発の動向を見極め、当社グループにおける研究開発を推進することを目的として、R&Dシンポジウムを開催していま
す。テーマは、当社の研究開発戦略に関わるもので、その時々のビジョンに合ったものを選び設定しています。過去15回
のシンポジウムでは、情報技術、コストダウン、顧客サービス、安全で正確な鉄道、環境、新幹線、産学連携、未来の
鉄道、防災などをテーマとし、先端技術の紹介や情報の共有化を図ってきました。
　今年20周年を迎えた弊社安全研究所では、ヒューマンファクターに関する取組みとして、ヒューマンエラー分析手法
（4M4E分析）や各種の訓練ツールなど、人や組織のレベルアップをめざした研究開発を中心に行ってきました。一方で、
安全性を向上させるためには、人とシステムとの良好な関係、つまり適切なヒューマン・マシン・インターフェースが重要と言
われています。そこで16回目となる今回は、「システム化の進展とヒューマンファクター」をテーマとして、2009年11月16日に
開催しました。プログラムは図1のとおりです。本誌では、このシンポジウムにおける講演についてご紹介いたします。

第１６回　ＪＲ東日本Ｒ＆Ｄシンポジウム
「システム化の進展とヒューマンファクター」について

The outline of 16th R&D symposium

図1　第16回R＆Dシンポジウム　プログラム




